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諺 特集病院図書館の環境と利用マナー
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ブックカフェ取材記

会誌編集部

Ｉ．はじめに

読書と飲食などを両立させている施設は？と

考えると思いついたのがブックカフェでした。

ブックカフェといってもさまざまなものがあり

ました。本と食べ物が共存できている場所のお

おまかな分類をすると以下のようになります。

１．図書館が飲食を許したところ

２．大型書店がカフェと手を組んだところ

３．本好きのカフェ店主などの飲食店が本を置

いているところ

４．雑貨や本などライフスタイルグッズ売り場

とカフェが一緒になっているところ

これらの場所では本の汚損など図書館員が心

配している事柄をどのように対処しているのか

気になり、取材してきました。
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Ⅱ、ＡＬＥＣ（有田川町地域交流センター）

1．ＡＬＥＣとは

ＡＬＥＣ（アレック）は、和歌山県有IH川町に

ある町立図書室地域交流センターのことで、公

共図書館の分館、本のあるカフェ、マンガ館、

mini博物館が入っています（図１～6)。中庭の 撞閃溌端と蕊のﾃﾗｽ】
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は一番つきあたりにあり、静･寂さは保たれてい

ます。

間書館の入口には扉はありませんが、利川上

の注意がはってあります（図３)。左側にカウン

ターがあり、その奥に図書コーナーがあります。

正面にはひろぴろとしたカフェ兼閲覧コーナー

があり、一番つきあたりにカフェのカウンター

があります。カフェ兼閲覧コーナーを囲むよう

に、イベントなどを行うことのできるコーナー

や、漫画書架コーナーがあります。

館内はおしゃれなカフェ風の内装、木製の備

品でそろえられています（図７～11)。

クラシック（ピアノ曲）のＢＧＭも流れ、邪

脆にならない程度に利用者は会話していました。

天井が高くゆったりとした雰囲気がとても居心

地良くしていました。
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広場を取り囲むように平屋の建物があり、子供

たちは広場や建物の入に|付近にあるおもちゃな

どで遊んでいます。にぎやかな声は時折おきま

すが、図書館とカフェが一体になったコーナー
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イベントができるように館内には舞台もあり

ました（lxll2)。

また、館内から外のテラスと芝生へ直接出るこ

とができます｡子どもたちの遊んでいる様子が館内

からガラス越しでみることができます（図13,14)。
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スタッフの方は、公共図諜館でよく見られる

ようにエプロン姿ですが､腰巻のカフェエプロン

で、上は赤いＴシャツでした。ブックトラック

も赤色でした。

併設されたカフェは、マスコットキャラク

ターの「ありりん」が出迎えてくれます（Ⅸ１１５，

１６)。

図書館とカフェがどのように融合されたのか、

担当者の方にお話を伺いました。
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図１５カフエスペースの入口付近

図１６注文カウンター前

2．聞いてみよう

(1)ＡＬＥＣはどのように実現したのか？

市町村合併のときに図書館の設立が提案され

ました。しかし、まちづくり交付金に図譜館が

該当しなかったため、公民館である交流セン

ターに本を置くという形になりました（図１７)。

図１７地域のお店情報コーナー

(2)本の汚損について

本が汚披することはあります。開館当初は多

かったですが、最近は減りました。汚損した場

合、汚損した人が明らかにわかっていれば弁償

をお願いします。わからない場合は図書館が負

担します。

(3)話し声などの音について

周りに迷惑がかかるほど大声で話す人がいた

場合、なるべく初期の段階でスタッフが注意し

に行きます。例えば、話し声が大きい人には

｢申し訳ありませんが、もう少しだけ静かにして

いただけますか？」とお願いしたり、走ってい

る子がいたら「走ったらあぶないよ～」と声を

かけたりします。とにかく早めに対応すること

を心がけています。他の利用者から指摘を受け

てから対応すると、話が大きくなってしまいま

す。芽は小さいうちに摘み取ることが大事です。

実は話し声よりもヒールなどの靴音の方が聯

いています。床が木なので仕方がありませんが。

それで、ブックトラックのタイヤもゴム製のも

のにしました。

(4)飲食について

持ち込みはお断りしていますが、カフェで雌

入されたものなら飲食できます。特に夏場など

には熱中症予防のため水は無料で飲んでもかま

－１１６－
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わないことにしています。飲食を許可すること

で集客力が上がりました。また、いろんなイベン

トを企画して利用者をさらに増やす試みをして

います。クリスマスコンサートやフリーマー

ケットなど、すべて図書館スタッフが企画・実

施しています。困ったことは、食べこぼしなど

が床に落ちた場合、床が木製なので放置してお

くとカビが生えてしまう場合があることです。

それも早めに掃除しないといけません。

(5)座席の占拠について

飲食しながらなら利用してもらってかまいま

せん。飲食せず、本も読まずの会議などは会議

室でしてもらうようにお願いしています。会議

かどうかの見極めが難しい場合もありますが、

その場合はしばらく様子を見守っています。試

験勉強や荷物の世きっぱなしなどはあまり見ら

れません。周りがみんな顔見知りということも

影響しているのかもしれませんね。

3．編集部の感想と気づいたこと

クラシックのＢＧＭが静かに流れ、家具や床

を木製でそろえ、観葉植物があり、テーブルや

椅子がかわいいなど、落ち着ける雰囲気作り

をされていました。カフェみたいに落ち着け

て根が生えそうという意見もありました。不

思議なことに館内にはゴミ箱がありませんでし

た。

ＢＧＭのおかげで、声をひそめないといけな

いと思うほど気をつかわなくていいのが、居心

地の良さの一端かもしれません。また、席と席

の間が広くとってあり、隣の席の話し声もそれ

ほど気になりません。天井が高いためか食べ物

のニオイもこもりにくいようです。全体的に雰

囲気がゆったりしていて、近くにあったらぜひ

通いたいと思いました。

閲覧フロアをさえぎるものはなく、全体が見

渡せるようになっています。変なことしたらす

ごく目立ちます。そのせいか寝ている人は隅っ

このほうで寝ていました。

ＡＬＥＣは市立図書館の分館ですが、中央館の

ようにスタッフが配置されています。どちらか

というと図譜館よりも交流センターの色合いが

強いかもしれません。正職員の司譜（１名）の

方の裁斌と、非正規職員や臨時職貝の力量によ

り運営されています。さまざまな掲示物も統一

感があり、カウンター前の企画展示も見やすく

作られていました。

医学系の分類見出しに利用者目線が追加され

ており、病院図書館では使わないような「アロ

マテラピー」や「インフルエンザ」Ｗこり体

操」などの見出しがありました。

本の後ろに入れるストッパー（奥まで行き過

ぎるのを防ぐもの）も木製でした。

発砲スチロールを上手く使って、わかりやす

くて目立つサインを自作されていました（図18,

19)。これは病院図書館でもできそうです。

返却本は宝の山というメッセージつきのブッ
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図２１ポッブ

薗雪１
クトラックがありました（図20)。

話題群コーナーは書店のディスプレイのよう

に立体配悩でした（図２１～23)。

小さいブックエンドを多用して、締麗に整理

整頓されていました。

図２４カフェの案内表示
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凶２３話題害コーナー付近

Ⅲ、スタンダードブックストア茶屋町店

雑貨臆と本屋が合体したお店で、雑貨や本な

どライフスタイルグッズ売り場とカフェが一緒

になっているところと思われます（図２４)。購

入せずにただ読むだけでも大丈夫です（図２５)。
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よくある書店のように種類ごとの表示などは

なく、テーマごとにさまざまな種類の本が置か

れていました（図２６，２７)。探しながら楽しむ

ところです。どちらかというとマニア向けのよ

うに感じました。連想本棚と言ってもいいかも

しれません。普通の書店では気づきにくい本が

あることに気づきます。雑貨の一部として本を

配置しているようなので、売れそうなものを選

択して設置しているように見えました。

内容は主に女子向けで、女子は見ていて楽し

いかもしれません。思いがけない発見やひらめ

きがあり、アート系の創作活動をしている人に

も合っているかもしれません。

雰囲気や内容のためか、今回訪れたときは客

層が限定されていました。喫茶店などを比較的

大人数で利用する年配屑や学生は見かけません

でした。どちらかというと一人または二人連れ

で来ている人が多く、本を探しに来たというよ

りは雑貨を見るついでに本棚を見ているように

感じました。カフェで本を見ている人もワイワ

イしゃべる感じはなく、静かに本を読みながら

お茶を飲んだり、ご飯を食べたりしていました。

医療系の本はなく、衣食住やデザイン、旅行

関係などの本が多く見られました（図28,29)。

テーマ（例えばきのこ）にまつわるものを一

まとめに展示していて、本、雑誌、雑貨など、

テーマに関係するものならなんでも置かれてい

ました（図30)。

ＢＧＭもうるさくない程度に流れていて、落

ち着いて本が読めそうな雰囲気でした。

カフェに持ち込んではいけない本は、本自体

にそのように表示されていて、読み終わった本
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図３Ｏきのこテーマの売り場

を返すための場所もありましたｃ

Ⅳ．おわりに

図書館と飲食・話し声は共存できるのか不安

がありましたが、できているところはあるよう

です。スターバックスコーヒーとコラボした三

省堂書店（ルクア大阪店）にも立ち寄ってみま

したが、スターバックスコーヒーだけでも人気

があるので、カフェは客が多すぎて落ち着いて

本を読む場所という感じではありませんでした。

図書館と飲食・話し声の共存は地域性や環境、

没用によって大きく左右されるものなので、ど

こでもできるかどうかはわかりません。図書館

典としては、同じ利用してもらうのであれば、

できるだけ心地良〈利用してもらいたいと思い

ました。

ＢＧＭはどのジャンルの音楽をかけるかに

よって異なりますが、適度な騒音は無音よりも

心地良いものだと感じました。また患者図書

(一般書の場合）などでは、連想本棚のような配

架にすると退屈することなく利用してもらえる

かもしれないと思いました。

近子ジャーナルの導入が進み、利川者が図書

館へ来なくなるかもしれないという不安をお持

ちの方は、場としての図書館のあり方を見直し

てみてはいかがでしょうか。病院図書館が調べ

るだけの場所ではないことを、皆さまはご存知

のはずです。利用者が心地良<居られる場所と

しての図書館も存在価値の一つではないでしょ

うか。

般後になりましたが、取材にご協力いただき

ましたＡＬＥＣの皆さま、掲載を許可してくだ

さったスタンダードブックストアさまに感謝申

し上げます。
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